【スマート農業概論：確認クイズ】
名前：　　　　　　
問1：農業の「神器」の進化について
1965年には米作り10aあたり約200時間かかっていた労働時間は、2015年には機械化により約何時間にまで短縮されたでしょうか？
· ア：約100時間
· イ：約50時間
· ウ：約20時間
· エ：約2時間

問2：収穫ロボットの特性について
イチゴやトマトを収穫するロボットが、人間が作業するスピードよりも「ゆっくり」動くことがあるのはなぜでしょうか？
· ア：バッテリーを長持ちさせるため
· イ：果実の位置を正確に計測し、傷つけないよう丁寧に作業するため
· ウ：ロボットのモーター出力が制限されているため
· エ：周囲の作業者に危険を知らせるための安全基準があるため

問3：スマートフードチェーンと経営について
農家が「獲ってみないとわからないギャンブル農業」から脱却するために活用するデータは何でしょうか？
· ア：過去10年間の平均気温データ
· イ：近隣農家の出荷量データ
· ウ：ドローンやAIによる「正確な収穫予測」データ
· エ：SNSでの消費者のトレンドデータ

問4：匠の技のデータ化について
ベテラン農家の「匠の技」をデータ化（形式知化）することの最大のメリットは何でしょうか？
· ア：ベテラン農家を早期に引退させることができる
· イ：未経験者でも早期にプロに近い判断ができるようになり、技術格差を埋められる
· ウ：農作業をすべてゲームのように自動化できる
· エ：機械のメンテナンス費用を安く抑えられる

問5：スマート農業の課題への対策
高価なスマート農業機械を導入して赤字にならないために、最も重要とされる考え方はどれでしょうか？
· ア：できるだけ安価な中古のスマート機械を探す
· イ：機械の「稼働率」を上げ、シェアリングや作業受託などで元を取る
· ウ：補助金が出るまで導入を一切控える
· エ：機械が壊れるまで不眠不休で使い続ける

問６：実用化されている農業機械
次の農業機械のうち、実用化され、販売されているものはどれか？　
　ア　直進キープ機能付き田植機
　イ　自動操舵装置付きトラクター
　ウ　自動運転田植機
　エ　農薬散布用ドローン
　オ　食味・収量コンバイン
　カ　自動水管理システム
　キ　リモコン式草刈機
　ク　クリ収穫機
　ケ　可変施肥田植機
　コ　アシストスーツ
　サ　搾乳ロボット

問7：スマート農業の課題
スマート農業の課題は次のうち、どれか？　〇をつけてください。
ア　農業機械が高価格
　イ　稼働率を上げること
　ウ　環境への配慮
　エ　人手不足
　オ　スマート農業の担い手育成
　カ　スマート農業機械の安全対策
　キ　労働環境の悪化

【記述問題】
スマート農業技術で「あったらいいな」と思うもの、あるいは「必要だ」と思うものを一つ挙げ、その導入によってあなたの農業がどう変わるか（改善されるか）自由に書いてください。
【問1～問7の回答】

問1）ウ
問2）イ
問3）ウ
問4）イ
問5）イ
問6）ア、イ、ウ、エ、オ、カ、キ、ケ、コ、サ（ク以外のすべて）
問7）ア、イ、ウ、エ、オ、カ（キ以外のすべて）
